
 

研究テーマ 

地理学習における思考力・判断力・表現力の育成 

  ～ 地図や資料を活用した言語活動の充実を通して ～ 

 

沖縄市立コザ中学校 

 教諭    新里 容子 

 

Ⅰ テーマ設定理由 

知識基盤社会化やグローバル化が進む社会を

生きる子どもたちには，幅広い知識と柔軟な思

考力で何事も自分で判断し，人とのコミュニケ

ーションを図り，課題を解決する力が求められ

ている。しかし，ＰＩＳＡ調査などの諸調査で

日本の子どもたちの判断力や表現力，また，学

習意欲や他者と関わる力が低下しているなど，

課題が存在していることが明らかになった。 

平成 20 年に改訂された学習指導要領総則に

よると，「基礎的・基本的な知識・技能を確実に

習得させること，これらを活用して課題を解決

するために必要な思考力，判断力，表現力その

他の能力をはぐくむこと（中略）」とされている。

また，社会科地理的分野では，地図や作図など

の学習を通して思考力や表現力等の育成を図る

とともに，地図を有効に活用して事象を説明し

たり，自分の解釈を加えて論述したり，意見交

換したりする言語活動を充実させることとして

いる。 

本校の生徒の実態に目を向けると，全国学力

学習状況調査の結果から読解力や記述式の問題

で課題が見られた。それは，社会科の定期試験

等においても同様である。特に，地理学習にお

いて地図や資料から読み取ったことを既習学習

と関連付けて説明し，自分の考えや意見を論理

的に述べることを苦手とする生徒が多い。 

これまでの学習指導を振り返ると，地図や資

料の読み取り方を学習することに終始しがちで

あった。読み取った変化や特徴の意味や意義を

解釈する，説明する，考えや意見を論述するな

どの学習を充実させることができなかった。 

そこで，指導の改善として，地図や資料を活 

用した言語活動の充実を図る必要があると考え

る。地図や資料から情報をとりだし，その意味

や意義を解釈し，読み取ったことを要約する。

自分の知識や経験と関連づけて，考えや意見を

論述できる力をつける。内容を検討しながら，

自分の考えに批判するような読みも充実させる。

互いの考えや意見を交換できる場を設定し，他

の考えや意見を聞くことで共通点や相違点を見

つけ，自分の考えを深めることができるように

するなどの工夫を行う。 

本研究では，地図や資料から情報を取り出し，

解釈し，自分の知識や経験と結びつけて自分な

りの考えを深め，それをまとめて表現するなど

の言語活動を充実させたい。地図や資料を活用

した言語活動を充実させることができれば，地

理学習における思考力・判断力・表現力を育成

することができると考え，本テーマを設定した。 

 

Ⅱ 目指す生徒像 

１ 地図や資料を読み取り，解釈，説明，論述

することができる生徒。 

２ 互いの考えや意見を交換し，自分の考えを

深めることができる生徒。 

 

Ⅲ 研究目標 

 地理学習における思考力・判断力・表現力を

育成するために，言語活動の充実を図ることが

重要であることを，地図や資料を活用する学習

を通して実践的に検証する。 

 

Ⅳ 研究仮説 

地図や資料を活用する学習において，読み取

る，解釈する，説明する，論述するなどの言語 



 

活動の充実を図ることで，地理学習における思

考力・判断力・表現力を育成することができる 

であろう。 

 

Ⅴ 研究構想図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          知識基盤社会化・グローバル化の進展で，幅広い知識と柔軟な思考力で，人との 

コミュニケーションを図り，課題を解決する力が求められている。 
社会的背景  

 

地図や資料を活用する学習において，読み取る，解釈する，説明する，論述するな 

どの言語活動の充実を図ることで，地理学習における思考力・判断力・表現力を育成 

することができるであろう。 

研究 

仮説 

  地理学習における思考力・判断力・表現力の育成 

  ～ 地図や資料を活用した言語活動の充実を通して ～ 

  

研究 

テーマ 

   ・探求心にもえ，進んで学習する生徒 

   ・運動に親しみ，心身たくましい生徒 

・人間の尊さを理解し平和を愛する生徒 

 

・自ら学ぶ意欲を育む教育の充実 

・確かな学力の確立 

・豊かな表現力の育成 

・生きる力を培い，心の教育の充実 

・自己肯定感を向上させる授業の 

 充実 

 県 

教育 

施策 

 市 

教育 

施策 

学校 

教育 

目標 

・地図や資料の読み取り方のみを指導。 

・地図や資料を活用した言語活動の実践不足。 

教師 
 の 
実態 

・地図や資料からの単純な読み取りはできる。 

・地図や資料から読み取ったことを解釈し，説 

明し，自分の考えを論理的に表現できない。 

生徒 

 の 

実態 

・地図や資料を読み取り，解釈，説明，論

述することができる生徒。 

・互いの考えや意見を交換し，自分の考え

を深めることができる生徒。 

目指す 

生徒像 

 

地理学習における思考力・判断力・表現力を育成するために，言語活動の充実を図

る ることが重要であることを，地図や資料を活用する学習を通して実践的に検証する。 

研究 

目標 

 

 

 

研

究 

内

容 

･社会科（地理学習）に 
おける思考力・判断力・ 
表現力 

    ･社会科（地理学習）に 
おける言語活動について 

    ･思考力・判断力・表現力 
の評価 
･思考の過程が見えるワー 
クシートの工夫 

  

 

理 

論 

研 

究 

 

 

  ・学習の見通しと振り返り 

・地理的技能の育成 

・言語活動（論理的な文章 

を書く，話す指導)の工夫 

  ・論理的な思考を深める指 

   導の工夫 

  ・評価規準の明確化 

 

      

授

業

実

践 

 

 

・生徒の実態調査と 

  分析 

  ・指導計画の作成  

 

指

導

計

画 

指導の実際 

研究の結果と考察・研究成果と今後の課題 



 

Ⅵ 研究内容 

１ 理論研究  

 ⑴ 社会科における思考力・判断力・表現力 

 ① 中学校社会科の目標 

（「中学校学習指導要領解説社会編」，「中学

校教育課程講座社会」より引用） 

 中央教育審議会の答申は，学習指導要領改訂

の基本的な考え方として「思考力・判断力・表

現力等の育成」の重要性を述べている。さらに，

「基礎的・基本的な知識，概念や技能を習得」

して「知識・技能を活用する学習活動を充実さ

せることを重視する必要がある」と述べている。 

 これを受け，新学習指導要領中学校社会科の

目標は下記のように示されている（表１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行の学習指導要領では，社会科各分野の目

標は「様々な資料を適切に選択，活用して事象

を多面的・多角的に考察し公正に判断するとと

もに適切に表現する能力と態度を育てる」であ

る。この目標の実現をめざし，今回の学習指導

要領の改訂においても，各分野共通して「社会

的事象の意味，意義を解釈する学習や事象の特

色や事象間の関連を説明する」などの言語活動

にかかわる学習を一層重視するとしている。 

新学習指導要領においては，思考力・判断力 

・表現力の重要性を「生きる力」を育むため，

学力の重要な３つの要素のひとつと示し，育成

を図ることが必要とされている。 

 ② 社会科における言語活動 

（「中学校学習指導要領解説社会編」，「中学

校教育課程講座社会」，「言語力をつける社会科

授業モデル」から引用） 

中央教育審議会答申の社会科，地理歴史科， 

公民科の改善の基本方針は３つ示されている。

第２項目の内容を，岩田氏と米田氏が「言語力

をつける社会科授業モデル」で整理した事項に

一部修正を加えたものを次に示した（表２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記ウの内容は，習得した知識・技能を活用

して「資料の読み取り」，「解釈」，「説明」，「論

述」といった学習活動，つまり，社会科におけ

る言語活動を一層重視して改善を図る必要があ

ると示している。 

いくつかの文献同様，本研究でも「資料の読

み取り」の段階から言語活動として捉えていく

こととした。資料から情報を正確に読み取るだ

けではなく，数値からグラフや主題図を作成す

ることも必要であり，それらを作成するために

は思考し判断する力も必要だと考えられるから

である。 

社会科の言語活動としての「読み取り」，「解

釈」，「説明」，「論述」をまとめ，難易度を示し

た（表３）。「論述」は難度が高い活動であり，

言語活動を充実させるためには段階的な指導が

必要であると考える。そして，それらの活動は

知識や概念を活用して行われるものであり，そ

れにより思考力，判断力，表現力を養うことが

できるとされている。 

しかし，こうした活動さえ行えば新学習指導

要領に則しているということではなく，知識， 

表１ 新学習指導要領中学校社会科の目標 

広い視野に立って，社会に対する関心を高め，諸

資料に基づいて多面的・多角的に考察し，我が国の

国土と歴史に対する理解と愛情を深め，公民として

の基礎的教養を培い，国際社会に生きる平和で民主

的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の

基礎を養う。 

表２ 改善の基本方針第２項目 

ア  社会的事象に関する学ぶべき基礎的・基本的な 

知識，概念を明確にし，技能を確実に習得させ， 

それらを活用する能力や課題を探究する力を育成 

する。 

イ  習得すべき知識，概念の明確化を図る。 

ウ  一層重視する学習活動。 

(ｱ) コンピューターなども活用しながら，地図や統

計など各種の資料から必要な情報を集めて読み取

ること。 

(ｲ) 社会的事象の意味，意義を解釈すること。   

(ｳ) 事象の特色や事象間の関連を説明すること。 

(ｴ) 自分の考えを論述すること。 



 

概念の質を高くし，有効に活用してこそ言語活

動は充実するということに留意することが大切

であると示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

③ 思考力・判断力・表現力の評価 

（「児童生徒の学習評価の在り方について」，

「思考力・判断力・表現力等を育成する指導と

評価」より引用） 

 「児童生徒の学習評価の在り方について（報 

告）以下「報告」と記載」によると，新学習指

導要領の改訂の趣旨を踏まえて，学力の３つの

要素と観点別学習状況の評価の４観点は相互に

関連しあっていることを整理して示している。

それを，横浜国立大学教育人間科学部附属横浜

中学校編「思考力・判断力・表現力等を育成す

る指導と評価」の中では一つの表にまとめてい

る。本研究では，「報告」の「評価に関する考え

方」も含めて次にまとめた（表４）。 

 近年，「指導と評価の一体化」の重要性が高ま

っている。教育活動の中で計画・実践・評価の

サイクルで指導を行うが，評価と指導は別のも

のではなく，評価の結果によって後の指導を改 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

善し，さらに新しい指導の成果を再度評価する 

という「指導に生かす評価」と言われている。 

  「評価を踏まえた教育活動の改善の重要性」

の中で，４項目目に「個に応じた指導の充実」

が示され，ＰＤＣＡサイクルを確立することが

重要であるとしている。つまり，評価規準を明

確にして，課題があることが明らかな生徒に対

しては「手だて」を行う必要があると考える。 

このことから，思考力・判断力・表現力の育

成のためには，ＰＤＣＡサイクルの中で，「主

体的に学習に取り組む態度」と「基礎的・基本

的な知識・技能」を活用した「言語活動を充実

させる」ことが大切だと理解した。 

 本研究では，単元の評価規準と評価方法，及

び，課題がある生徒に対しての「手だて」を明

確にする。そして，思考力・判断力・表現力の

育成には長期的な取り組みが必要なので，ＰＤ

ＣＡサイクルを意識した評価をし，生徒の実態

に合わせて指導の改善を図っていく。 

易 

表３ 言語活動の内容と難易度 

読
み
取
り 

地図やグラフなどの様々な資料から，

情報（事実）を正確に読み取る。ただ

し，それらを作成する技能も必要。 

解 

釈 

読み取った社会的事象の変化や特徴は

どのような意味や意義があるのか，変

化の背景にどのようなことがあったか

などを解釈する。 

説 

明 

いくつかの社会的事象の比較を通して

明らかになった事象の特色を説明した

り，因果関係や事象間の関連を習得し

た知識・概念を活用して説明する。 

論 

述 

自分の考えや意見を記述する活動，様

様な問題について自分の考えや意見を

レポートなどにまとめる活動が考えら

れる。特に，自分の結論の妥当性を根

拠を挙げながら論理的に示す。 

 

↓ 

 

言

語

活

動

の

難

易

度 

 

↓ 

 

難 

表４ 学力の３要素と４観点，評価に関する考え方 

学力の３要素 ４観点 評価に関する考え方 

 

基礎的・ 

基本的な 

知識・技能 

知識 

  ・ 

理解 

習得すべき知識や重要な

概念等を理解しているか

どうかを評価 

技能 
習得すべき技能を身に付 

けているかどうかを評価 

知識・技能を 

活用して課題

を解決するた

めに必要な思

考力・判断力 

・表現力等 

思考 

 ・ 

判断 

 ・ 

表現 

 

思考力・判断力・表現力

等を身に付けているかど

うかを評価。基礎的・基

本的な知識・技能を活用

しつつ，思考・判断した

ことを，記録，要約，説

明，論述，討論といった

言語活動等を通じて評価 

主体的に学

習に取り組

む態度 

関心・ 

意欲・ 

態度 

学習内容に関心をもち， 

自ら課題に取り組もうと

する意欲や態度を身に付

けているかどうかを評価 



 

 ⑵ 地理学習における思考力・判断力・表現力 

 ① 地理学習における言語活動の充実 

(｢中学校学習指導要領解説社会編｣より引用） 

 先にも述べたが，今回の改訂においては中教

審答申「改訂の基本的な考え方」の中で思考力 

・判断力・表現力等の育成が重視され，そのた

めに言語活動を充実させることが示された。地

理的分野の目標の実現を図ることは，今回の学

習指導要領改訂の基本的な考え方と方針が同じ

である。 

 地理学習において欠かせないのが，地図や統

計など様々な資料の活用である。情報が増大・

多様化しているため，資料の収集，選択，処理，

活用する能力の育成を一層重視することが求め

られている。また，地図や資料から読み取る能

力だけでなく，作成する能力などの地理的技能

をしっかり身に付けさせるよう指導の工夫を図

ることも重視されている。 

 地理学習で扱う地理的事象は様々な面をもっ

ており，それを地理学習では様々な角度で追究

している。多面性をもつ地理的事象は，それを

捉える観点によって大きく変化し，ともすると

一面的な考察，判断に陥りやすい。そのために

地図や資料から根拠となる情報（事実）を読み

取る力をつけ，資料に基づいて考察し，公正に

判断する能力や態度を身に付けさせることは，

思考力・判断力の育成を重視する観点から特に

大切とされている。 

 また，考えたこと判断したことを表現する力

の育成も大切である。根拠となる情報（事実）

に関して理由を説明したり，自分の考えや意見

を論述したり，意見交換したりする言語活動を

充実させることが必要とされている。 

 ある地理的事象に対して，様々な資料から根

拠となる情報（事実）を読み取り，これまで学

習した知識や技能，自分の経験を活用して，自

分なりの考えや意見を論理的に述べる。自分と

は異なる立場の意見や考えを聞いて，自分の意

見に深まりを持つ。これらの言語活動を通して

地理学習における思考力・判断力・表現力を育 

成することができると考える。 

 その学習活動をスムーズに行うことができる

ワークシートの工夫など，丁寧な学習指導が必

要である。 

 ② 思考の過程が見えるワークシート 

（ ｢バタフライ・マップ法｣ からの引用） 

 「バタフライ・マップ法」とは信州大学教育

学部の藤森裕治氏が提案するもので，「蝶の形 

を模した一枚のマップを使って，生徒の脳内に

論理力を構成する思考の枠組みを焼き付ける学

習法」と示されている。 

マップには合計六つのパーツがあり，それぞ

れのパーツは，論理力を育てるために欠かすこ

とのできない項目を設定している。項目名は授

業の目的や内容に応じて変更することができる。 

生徒たちは，各項目に書き込む内容をテキス

トから見つけ出したり，自分で考えたり感じた

りする。羽のパーツ上で自分の思考の過程を振

り返ることもでき，また，学習を進める中で論

理力や要約力が鍛えられ、伝える力が伸びると

いうことである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

頭のパーツには学習課題を書き込むが，課題

をどのような言語表現で示すか，「バタフライ・

マップ法の成否はここにかかっている」と藤森

氏は述べている。キーワードとなる用語の定義

をはっきりさせること，論点や争点を明確に見

通すこと，共同の探究問題が見出されているこ 

と，「○○である。是か？非か？」型にすること

など４つの留意点が示されている。 

根拠 

自分の読みに関

連する本文から

の情報 

理由 

根拠と自分の読

みがつながるわ

け 

   解決 
問題点を解決す
るにはどう考え
ればよいか 

課

題

         

自
分
の
読
み 

問題 
自分の読みに賛
成しない立場か
ら見た問題点 

図１ バタフライ・マップ 

（「バタフライ・マップ法」2007 より） 
 



 

正答 

20% 

誤答 

5% 
無答 

75% 

胴のパーツには，学習課題について自分はど

う感じ，どう考え，どんな立場を支持するか「自

分の読み」を書き込む。胴体の部分を構成する

２つのパーツは，学習を進める上で４つの羽を

つなぐための最も大切な中心軸であるとされて

いる。 

４枚のパーツである蝶の羽に，考え方の道筋

を右上から順に「根拠」，「理由」，「問題」，「解

決」と分ける。生徒が考えを持ち，自分の意見

を組み立てる時の思考方法に沿った設計である

という。 

「根拠」の羽には，学習課題に関連する情報

として本文に書いてあることを，「理由」の羽に

は，根拠と自分の読みがつながる理由を考えて

記入する。「根拠」「理由」の羽が，課題と自分

の読みを軸として思考の展開図が対称形をなし

ていることが大切であると示されている。 

「問題」の羽には，自分の読みに賛成できな

い立場から考え，「根拠」「理由」の羽を批判的

に検討する。この羽はメタ認知にあたり，これ

までの学習を振り返り，自分の出した結論はど

んな問題点をもっているかを考える大切な羽で

あると考える。藤森氏も「問題」の羽に関して

「論理力を育てる上で大切な批判的思考力は，

ここで育てられる」と述べている。 

「解決」の羽には，どうすれば自分の読みの

問題点が克服されるかを考え記入する。「問題」

の羽との対応が重要で，「問題」の羽で記入した

ことは，解決策を自分で見つけ出さなければな

らないのである。 

 本来，国語で使用される「バタフライ・マッ

プ法」を本研究で取り入れ，社会的事象に対す

る自分の意見や考えを論理的に述べることがで

きるよう工夫していこうと考える。 

２ 指導計画 

 実態調査と分析を行い，指導計画を作成する。 

 ⑴ 生徒の実態調査と分析 

 ① 調査目的 

 地図や資料を活用した問題で実態調査を行い， 

本研究の資料として役立てる。 

 ② 調査方法 

 ア 地図や資料を活用したレディネステスト 

 イ 調査日：平成 23 年 9 月 21 日 

 ウ 調査対象：沖縄市立コザ中学校１年１組 

       男子 23 名 女子 17 名 計 40 名 

 ③ 問題と結果及び考察 

【問１】ある国の首都の場所を，地図帳のさく

いんで調べることにしました。すると，「41Ｆ６

Ｎ」という記号が出てきました。ある国の首都

とは何という都市ですか。答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

（問１考察）地図帳のさくいんの使い方を習得

している生徒は 20％である。地図の活用は今回

の学習指導要領で重視されていることなので，

地理学習の基本である地図帳の使い方をきちん

と習得させる必要がある。 

【問２】世界一人口の多い国を調べるために，

統計資料を使うことにしました。その国名と人

口を答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問２考察）統計資料の使い方は約半数近くが

ある程度習得していると考えられる。しかし，

国名は 55％が正解だが，統計資料から調べて答

えたのではなく，「人口が多い国は中国である」 

図２ 地図帳さくいんの引き方 

正答 

55% 
誤答 

7% 

無答 

38% 

国名 

正答 

15% 

誤答 

62% 

無答 

23% 
人口 

図３ 統計資料の使い方 



 

正答 

82% 

誤答 

13% 

無答 

5% 

正答 

83% 

誤答 

7% 

無答 

10% 

正答 

35% 

誤答 

37% 

無答 

28% 

正答 

25% 

誤答 

55% 

無答 

20% 

正答 

10% 

誤答 

40% 

無答 

50% 

という知識がある生徒もいると考えられる。人

口数の読み取り問題で，誤答が 62％になってい

るのは，単位（万人）を見落としていることが

要因である。統計資料を活用する時は，単位に

留意するよう指導が必要である。 

【問３】日本の食料自給率のグラフを見て答え

なさい。日本の食料自給率は何％ですか。 

 

 

 

 

 

 

【問４】日本の食料自給率のグラフを見て答え

なさい。食料自給率が一番高い品目は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

（問３～４考察）「何％か」，「何が高いか，低い

か」などグラフの単純な読み取りはできる生徒

が多い。これまでの定期試験などでも，このよ

うな問題は正答率が高い。しかし，誤答・無答

の生徒が 17～18％いるので，題名や発行元，グ

ラフの縦軸・横軸の把握などグラフの基本的な

読み取り方を習得させたい。 

【問５】日本の食料自給率のグラフを見て答え

なさい。日本が輸入に頼っている割合が一番高

い品目は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

（問５考察）食料自給率の意味を理解していな

い生徒のために，「食料自給率とは自分たちの食

べ物は自分たちで作っている割合のこと」と説 

明を記載した。我が国の食料自給率が「40％」

と答えられた生徒が 82％もいるのに対して，我

が国の食料輸入率を食料自給率のグラフから判

断して答えられる生徒が 35％に減った。資料の

読み取りにおいては単純な読み取りだけではな

く，その背景には何があるかなども考えさせた

い。 

【問６】問５の答えをどのように考えて導きだ

しましたか。説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

（問６考察）どのように答えを導き出したかを

説明する問題である。問５で正答が 35％だった

のが 25％に減っている。これは，本校の生徒の

課題としてあげられる点である。適切な表現で

説明することができる力を育成したい。 

【問７】日本の食料自給率は多くの品目で年々

減ってきています。このまま減り続けていくと，

どんな問題がおこると考えられますか。あなた

の考えや意見を述べなさい。 

 

 

 

 

 

 

（問７考察）自分の知識や経験と関連付けて，

自分の考えや意見を述べることができる生徒は

10％である。その中には自分の考えを述べては

いるが，根拠となる理由が弱い生徒もいる。本

校の生徒の最大の課題である「自分の考えや意

見を論理的に述べること」に重点をおいた学習

指導を重視する必要がある。 

【全体の考察】 

 調査対象の学級は，基礎的・基本的事項の定

着が課題とされている生徒が多い。社会科は積 

図４ グラフの読み取り① 

図５ グラフの読み取り② 

図６ グラフの読み取り③ 

図７ 思考力・表現力を問う問題① 

図８ 思考力・表現力を問う問題② 



 

み重ねが大切である教科に比べると，これから

の学習への取り組み次第で改善できる教科であ

る。「できた」「わかった」と意欲を持たせたい。 

 地理学習に必要な地理的技能を育成するには，

地図や資料から情報の読み取りだけでなく，地 

理的数値データから図表を処理作成することが

できる「活用」能力も必要である。さらに，地

理的事象を解釈し，知識や経験と結び付けて考 

え，自分の意見を加えて説明するなどの言語活

動を地理学習で充実させ，思考力・判断力・表

現力の育成を図りたい。そのために，次の３点

を授業づくりの視点とする。 

 ア 地理的技能の育成を図る。 

 イ 地図や資料を活用した言語活動（論理的な

文章を書く・話す指導）の工夫。 

 ウ 論理的な思考を深める指導の工夫。 

 ⑵ 指導計画の作成 

下記の点に留意して，指導計画を作成する。 

 ① 全時を通して，学習の見通しを持たせ，学習のふり返りをさせる。 

 ② 地理的技能の育成を図る。 

 ③ 言語活動の充実を図る。 

 ④ 論理的な思考を組み立てる学習指導の工夫を図る。 

 ⑤ 評価規準，評価方法を明確にする。 

「単元の指導計画」 

時 学習活動・内容 

太文字は言語活動の充実 
指導上の留意点 

評価規準と評価方法 

○は評価規準・（）は評価方法 

１ 「広い範囲に及ぶアジア(1)」 

①世界の気候分布図や地形図より 

アジアの自然環境を把握する。 

②地域や季節によって降水量に 

違いがあるのはなぜか考える。 

③季節風とアジア州の気候の関

係について，文章にまとめる。 

④班で発表。互いに比較検討し，

より良い表現方法を学ぶ。 

①雨温図の読み取り方を習得させる。 

②雨温図より「事実（情報）の取り出し 

→疑問→予想→学習→解決（まとめ）→ 

深化」の流れにそって学習を展開させる。 

季節風の向きと降水量に関係があるこ 

とに気付くよう発問を工夫する。ポイン 

トとなることは付箋紙に記入させておく。 

③文型を提示する。また，付箋紙（ポイ 

ントカード）を使用して文章を作らせる。 

④互いに比較検討させ，より良い表現方 

法を学ばせ，自分の文章に深まりを持た 

せる。「深化」の欄に再度記入させる。 

【思考・判断・表現】 

○季節風とアジアの気候の関係 

を考え説明できる。 

（ワークシートへの記述分析） 

【技能】 

○雨温図の読み取り方を習得し 

ている。（発言の確認） 

【知識・理解】 

○アジアの気候の特色について，

基礎的・基本的事項を理解し，そ

の知識を身に付けている。 

（ワークシートへの記述分析） 

２ 「広い範囲に及ぶアジア(2)  

グラフや主題図の作り方」 

①アジア各国の基本データ（人 

口・面積・人口密度など）を統 

計資料から調べる。 

②グラフや主題図の読み取り方 

や作り方を習得する。 

③作成ポイントを各自でワーク 

シートに記入する。 

①統計資料の使い方を習得させる。グラ 

フを作成しやすいように，茶や米の生産 

がさかんなことにも気づかせる。 

②「茶の輸出」「米の消費量」を例にグラ 

フの基本的な読み方，作り方を習得させ 

る。 

③班で共有し，グラフや主題図の作成ポ 

イントを習得させる。 

【技能】 

○統計資料の使い方を習得して

いる。 

（行動の観察・発言の確認） 

○グラフや主題図の読み取り方，

作り方を習得している。 

（グラフ・主題図の作成確認） 

３ 

 

「集中する人口･中国の人口」 

①アジアに集中する人口や中国 

の人口を調べる。 

②アジア州の人口密度の主題図 

から，どんなところに人口が集 

中しているのかを調べ，なぜ， 

①統計資料から調べさせる。「人口密度」

についても理解させる。 

②主題図より「事実（情報）の取り出し 

→疑問→予想→学習→解決(まとめ)→深

化」の流れにそって学習を展開させる。 

付箋紙（ポイントカード）に根拠とな 

【思考・判断・表現】 

○人口集中地域がどのようなと 

ころか，なぜ，そこに集中する 

のかを考え，説明できる。 

（ワークシートへの記述確認） 

 



 

そこに集中するのか理由を考え 

させる。 

③人口集中地域がどんなところ

かについて，文章にまとめる｡ 

④班で発表，互いに比較検討し，

より良い表現方法を学ぶ。 

 

 

 

ることを記入させておく。今回は根拠に 

対する理由も記入させる。 

中国の人口分布や民族分布，「一人っ子

政策」についても理解させる。 

③文型を提示する。付箋紙（ポイントカ 

ード）を使用して，文章を作らせる。 

④互いに比較検討させ，より良い表現方 

法を学ばせ，自分の文章に深まりを持た 

せる。「深化」の欄に再度記入させる。 

【技能】 

○統計資料の使い方を習得して 

いる。 

（ワークシートへの記述確認） 

４ 

 

「アジア・中国の農業」 

①「中華料理」のメニューを発表

する。 

②「中国の農業は気候や自然と 

関係が深い。是か？非か？」と

いうテーマに対して，「バタフラ

イ・マップ」を使用して考えを

記入する。 

＊批判の羽では，「米は基本的に

温暖な地域で栽培されるが，日

本では北の地方でも盛んに栽培

している」ことについて理由を

考える。 

③班で発表，互いに比較検討し，

より良い表現方法を学ぶ。 

①「中華料理」を自由に発言させ，材料 

を米・小麦・他に分けさせる。 

②テーマに対して，「自分の読み→根拠 

→解決→批判→深化」の手順を踏んだ 

「バタフライ・マップ」を使用させ，自 

分の思考の過程を確認させながら，論理 

的に考えを記入させる。 

小学校の既習知識から，品種改良や農 

家の人々が工夫を行っていることに気付 

かせたい。 

③互いに比較検討させ，より良い表現方 

法を学ばせ，自分の文章に深まりを持た 

せる。「深化」の欄に再度記入させる。 

人々は自然に合った農業を行い，さら 

に，工夫していることにも気づかせたい。 

【思考・判断・表現】 

○アジアの農業と気候の関係を 

考え，説明している。 

（ワークシートへの記述分析） 

【知識・理解】 

○農業と降水量や気温との関連に

ついて基本的事項を理解し，その

知識を身につけている。 

（ワークシートへの記述分析） 

５ 「アジア・中国の工業」 

①タイの輸出品割合のグラフか

ら変化を読みとり，工業が発展 

した理由を考える。 

②中国が「世界の工場」と呼ば 

れる背景を考察する。 

③中国に地域格差がある要因を 

まとめる。 

 

①グラフの変化に注目させる。また，外 

国企業が進出している主題図，賃金格差 

のグラフから考察させる。 

経済特区や工業団地についての説明を 

加える。 

②主題図より「世界の工場」と呼ばれる 

理由を考えさせる。 

③東部と内陸部の経済格差がある要因を 

文章にまとめさせる。 

【思考・判断・表現】 

○工業の発展と外国企業の進出 

の関連を，考えることができる。 

○主題図を利用し既習知識と関 

連づけて，地域格差の要因を考 

えることができる。 

（ワークシートへの記述分析） 

【知識・理解】 

○アジアの工業について基本的 

事項を理解し，その知識を身に 

付けている。 

（ワークシートへの記述分析） 

６

・

７ 

「日本とアジアの結びつき」 

①日本とアジアの関係を文化面 

や貿易面から把握する。 

②日本の工業や農業が抱えてい 

る問題を資料から読み取り，ア 

ジアとの貿易の課題を考える。 

③アジアとの貿易に関する課題

を発表する。 

④「日本はアジアとの関係（貿

易や工場の進出）をこのまま維 

持した方が良い。是か？非か？」 

のテーマに対して，「根拠」を考

①歴史的な面からも日本とアジアの関係 

を確認させる。また，教科書の資料から 

も見つけ出させる。 

②疑問を抱くような資料を提示する。 

＊「日本の失業率のグラフ」の資料 

＊「アジアから日本への輸入品」の資料 

「日本も生産しているものを輸入してい 

るのは，コストが安いからだけど，この 

ままでいいのかな？」などの疑問を持た 

せたい。 

③「日本はアジアとの関係（貿易や工場 

の進出）をこのまま維持した方が良い。 

【思考・判断・表現】 

○アジアとの貿易の利点や欠点 

を把握し，課題点を見つけてい 

る。（ワークシートの記述分析） 

【技能】 

○アジアと日本の関係に関する 

資料を収集し，必要な情報を適 

切に選択して，読み取ったこと 

をまとめている。 

（ワークシートの記述分析） 



 

える。 是か？非か？」のテーマにまとまるよう 

導く。 

④テーマに対して，「自分の読み」と「根

拠」を付箋紙に書き出しておく。 

８ 「日本とアジアの結びつき」 

①前時の復習と本時のテーマを 

確認する。 

②「日本はアジアとの関係（貿

易や工場の進出）をこのまま維

持した方が良い。是か？非か？」

のテーマに対して，「バタフラ

イ・マップ」を使用して自分の

考えや意見を記入する。 

③班で発表，互いに比較検討し，

自分の考えを深める。 

①既習知識が出るようにする。 

②テーマに対して，「自分の読み→根拠→ 

解決→批判→深化」の手順を踏んだ「バ 

タフライ・マップ」を使用させ，自分の 

思考の過程を確認させながら論理的に考 

えを記入させる。 

③互いに比較検討させ，自分の考えを多 

面的・多角的に考察させる。 

「深化」の欄に再度記入させる。 

 

【関心・意欲・態度】 

○日本とアジアの関係がどうあ 

るべきかを，意欲的に追究して 

いる。 

（行動の観察・記述の確認） 

【思考・判断・表現】 

○自分の思考の過程を確認しな 

がら，論理的に考えや意見を述 

べている。 

（ワークシートの記述分析） 

○互いに比較検討していく中で，

自分の考えを深めている。 

（ワークシートの記述分析） 

 ⑶ 「単元の評価規準」と「Ｃと判断される生徒への手だて」

４

観

点 

 

評価規準 

「十分満足できる」状況

（Ａ）と判断される生徒

の具体的な例 

「満足できる」状況 

（Ｂ）と判断される生徒

の具体的な例 

「努力を要する」状況（Ｃ）と

判断される生徒の具体的な例 

 生徒への手だて（○印） 

 

関

心 

・ 

意

欲 

・ 

態

度 

アジアの国々

と日本の貿易関

係に関心を持ち， 

グラフなどの資

料からその特色

を追究しようと

している。 

アジアと日本の貿易関

係に関心が高く，グラフ 

や資料からアジア州の地

域的特色を３つ以上あげ

ることができ，意欲的に 

追究していることが判断

できる。 

アジアと日本の貿易関

係に関心を持ち，グラフ 

や資料からアジア州の地

域的特色を１～２つあげ

ることができ，追究して 

いることが判断できる。 

アジアと日本の貿易関係に

関心がなく，グラフや資料か 

らアジア州の地域的特色をあ

げることが難しい。 

○グラフから読み取ったこと

を再度確認させる。日本が抱 

えている問題とアジアとの貿

易に疑問がないか，考えさせ

る。また，アジアと日本の貿 

易関係がどのようであってほ

しいかをワークシートに記入

させる。 

 

 

思

考 

・ 

判

断 

・ 

表

現 

 

写真や地図， 

雨温図などの資

料から，アジア 

の気候と季節風

との関連を考え，

説明している。 

 

写真や地図，雨温図な 

どの資料を利用して，ア 

ジアの気候と季節風との

関連を考えることができ，

「季節風」「季節によって

風向きが変わる」「大陸か

ら吹く冬の乾いた風」「海

から吹く夏のしめった風」

など，適切なことばを使 

って説明している。 

写真や地図，雨温図な 

どの資料を利用して，ア 

ジアの気候と季節風との

関連を考えることができ，

「季節風」「冬の風」「夏 

の風」などのことばを使 

って説明している。 

地図，雨温図などの資料を 

読み取ること，気候と季節風 

の関連を考えることが難しい。 

○写真や地図，雨温図などの 

資料の読み取りを習得させる。

また，教科書の文章から，気 

候と季節風の関連を記述して

いる部分を見つけさせる。 

アジア州の人

口分布について 

自然・農業・工 

業などとの関連 

人口分布と自然・農業 

・工業などとの関連を考 

えることができ，「平野が 

広がり」「沿岸部」「農業 

人口分布と自然・農業 

・工業などとの関連を考 

えることができ，「平野が 

広がり」「沿岸部」「農業 

人口分布と自然・農業・工 

業などとの関連を考えること

や，適切なことばを使って説 

明することが難しい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思

考 

・ 

判

断 

・ 

表

現 

 

を考え説明して

いる。 

 

 

 

 

 

 

に適している地域」「工業

が発展している地域」な 

どの適切なことばを３つ

以上使って説明している。 

意見交換の場で論理的

に意見や考えを述べ，他 

の意見も参考にし，自分 

の考えを深めることがで

きる。 

に適している地域」「工業

が発展している地域」な 

どの適切なことばを１～

２つ使って説明している。 

意見交換の場で意見や

考えを述べ，他の意見も 

参考にし，自分の考えを 

深めることができる。 

○自然の特色，農業がさかん 

な地域や工業が発展している

地域など，既習学習を振り返 

らせ，ポイントとなる部分を 

書き出させる。また，テキス 

トを使用して，自分の意見を 

述べる方法を確認させる。 

 

農業（稲作・ 

畑作の分布）・牧

畜と降水量との

関係を考え，説 

明している。 

 

 

 

 

 

 

 

写真や地図，雨温図な 

どの資料を使用して，農 

業（稲作・畑作の分布）・

牧畜と気温や降水量との

関係を考えることができ

る。「稲作は気温が高く降

水量が多い地域」「畑作は

気温が低く降水量が少な

い地域」「羊の牧畜は気温

が低く乾燥している地域」

などの適切なことばを使

って説明している。 

写真や地図，雨温図な 

どの資料を使用して，農 

業（稲作・畑作の分布）・

牧畜と降水量との関係を

考えることができる。 

「稲作は降水量が多い地

域」「畑作は降水量が少な

い地域」「羊の牧畜は乾燥

している地域」などのこ 

とばを使って説明してい

る。 

 

写真や地図，雨温図などの

資料を使用して農業（稲作・

畑作の分布）・牧畜と降水量 

との関係を考え，説明するこ

とが難しい。 

○写真や地図，雨温図などの 

資料の読み取りを習得させる。

また，教科書の文章から，気 

候と農業の関係を記述してい

る部分を見つけさせる。 

 

 

工業の発展と

外国企業の進出

との関連を考え

ることができる。 

 

 

地図や資料を使用して

アジアや中国の工業の発

展と外国企業の進出との

関連について考えること

ができる。「アジアの賃 

金が安い」「資源が豊富」

「土地が広く工場誘致が

さかん」などの理由を３ 

つ以上考えることができ，

適切なことばを使って説

明している。 

地図や資料を使用して

アジアや中国の工業の発

展と外国企業の進出との

関連について考えること

ができる。「アジアの賃 

金が安い」「資源が豊富」

「土地が広く工場誘致が

さかん」などの理由を１ 

～２つ考えることができ，

適切なことばを使って説

明している。 

地図や資料を使用してアジ

アや中国の工業の発展と外国

企業の進出との関連を考える 

ことが難しい。 

○地図や資料の読み取りを習

得させる。また，教科書の文

章や写真から，外国企業が進

出していることを記述してい

る部分を見つけさせる。 

写真やグラフ

などの資料から

アジアの国々と

我が国の関わり

を考え追究して

いる。 

写真やグラフなどの資

料から読み取ったことを 

自分の課題として捉え， 

アジアの国々と我が国の

かかわりを３つ以上考え

ることができ，意欲的に 

追究している。 

意見交換の場で論理的

に意見や考えを述べ，他 

の意見も参考にし，自分 

の考えを深めることがで

きる。 

写真やグラフなどの資

料から読み取ったことを

自分の課題として捉え， 

アジアの国々と我が国の

かかわりを１～２つ考え

ることができ，追究して 

いる。 

意見交換の場で意見や

考えを述べ，他の意見も 

参考にし，自分の考えを 

深めることができる。 

 写真やグラフなどの資料か

ら読み取ることや自分の課題

として捉えることが難しい。 

○写真やグラフなどの資料の

読み取りを習得させる。読み

取れたことに「なぜ？」と疑

問を持たせ，答えを考えさせ

る。 

また，テキストを使用して，

自分の意見を述べる方法を確

認させる。 

技

能 

地図や写真， 

グラフなどの様 

様な資料の基本 

的な地理的技能 

地図や写真，グラフな 

どの様々な資料の読み取 

り方や作り方を習得して 

いて，十分に活用するこ 

地図や写真，グラフな 

どの様々な資料の読み取 

り方を習得している。ま 

た，グラフなどを作るこ 

地図や写真，グラフなどの

様々な資料の読み取り方を習 

得することが難しい。 

○地図帳の使い方やグラフの 



 

 

 

 

 

 

技

能 

を身に付けてい 

る。 

とができる。 とはできる。 

  

読み取り方（縦軸・横軸の意 

味など）を再確認させる。 

グラフの作り方は縦軸・横 

軸の目盛の意味を理解させて

作成させる。 

 アジアと日本

の関係に関する

資料を収集し， 

必要な情報を適

切に選択して， 

読み取ったこと

をまとめている。 

適切な資料を収集する

ことができ，必要な情報 

を適切に選択して，読み 

取ったことを適切にまと

めることができる。 

 資料を収集することが

でき，必要な情報を選択 

して，読み取ったことを 

まとめることができる。 

 資料を収集することや必要

な情報を選択すること，読み 

取ることが難しい。 

○資料の題名から「日本とア 

ジアの関係」に合うような資 

料を探すよう指示する。どの 

資料が必要かを考えさせ選択

させる。 

 

知

識 

・ 

理

解 

アジアの気候

の特色，農業，

工業，人々の生

活などの地域的

特色を理解し，

その知識を身に

付けている。 

アジアの気候の特色， 

農業や工業，人々の生活 

など，地域的特色を理解

し，ワークシートの記述 

などから 85％以上その知 

識を身に付けていると判

断できる。 

 アジアの気候の特色， 

農業や工業，人々の生活 

など，地域的特色を理解

し，ワークシートの記述 

などから 60％以上その知

識を身に付けていると判

断できる。 

 アジアの気候の特色，農業 

や工業，人々の生活など，地 

域的特色の理解がワークシー

トの記述などから 60％以下で

ある。 

○基礎的・基本的事項の見直 

し，重要語の確認をさせる。 

３ 授業実践 

 ⑴ 学習の見通しと振り返り 

 中学校新学習指導要領第１章総則第４の２⑹

に「各教科等の指導に当たっては，生徒が学習

の見通しを立てたり学習したことを振り返った

りする活動を計画に取り入れるように工夫する

こと」と示されている。 

生徒自身に「何を」「どのように」学び，そ 

の学びには「どのような意味があるのか」を把

握させることは，自主的に学ぶ態度を育むこと

につながる。 

本単元では，全時間を通して「地図や資料を

活用した学習」を「情報を読み取る，疑問を持

つ，予想する，調べる，考えや意見を論理的に

述べる」の手順で学ぶこと。そして，その学び

には「相手に分かりやすく伝える」という意味

があることを示す。 

生徒が学習の見通しを立てることができれば，

相手に分かりやすく伝えようとする目的意識を

持たせることができ，詳しく学習しようという

意欲につなげることができるであろう。 

さらに，相手に分かりやすく伝えることがで

きれば意見交換もスムーズに行われ，自分の意 

見と他者の意見の比較検討もでき，自分の考え

を深めることもできると考える。 

また，学習の振り返りに関しては，学習指導

要領解説第３章第５節６でも「事後に振り返っ

たりすることで学習内容の確実な定着が図られ，

思考力・判断力・表現力等の育成にも資するも

のと考える」と記されている。学習を振り返り，

習得した知識や技能を確認（メタ認知）し，次

の学習の見通しにつなげることができる。 

 本研究では学習後に自己評価を実施する（図

９）。当初の自分の考えがどうなっていったかを

記入させたり，発表する場を設定したり，学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 自己評価 
 



 

目標の振り返りをさせる。生徒自身が「自分は

どう成長したか」を確認することで，学んだこ

との充実感や達成感を味わうことになり，自己

肯定感が向上すると考える。 

 ⑵ 地理的技能の育成 

 中央教育審議会答申「改善の基本方針」の第

２項目において，「（前略）地図や統計など各種

の資料から必要な情報を集めて読み取ること，

社会的事象の意味，意義を解釈すること，事象

の特色や事象間の関連を説明すること，自分の

考えを論述することを一層重視する方向で改善

を図る」と示されている。 

 「読み取ること」は，地図やグラフなどの様 

様な資料から事実を正確に読み取ることとされ

ている。そのために，地図帳の使い方，統計資

料の読み取り方，グラフや主題図などの読み取

り方や作り方の基本的な技能を身に付けさせる。

それらの地理的技能を，単元を通して適宜指導

する。特にグラフや主題図は，①題名の確認，

②発行元の確認，③縦軸・横軸の意味，④凡例

の意味などを必ず確認させる。 

また，「読み取りポイント」や「作り方ポイン

ト」を生徒各自でワークシートに記入させ，班

で共有することで基礎的・基本的な技能の定着

を図りたい。 

 ⑶ 論理的な文章を書く・話す指導    

「解釈」は，資料から読み取れる社会的事象

の変化や特徴はどのような意味があるのか，変

化の背景にはどのようなことがあったのかなど

を考えさせていきたい。 

「説明」，「論述」は，根拠となる事実を地図

や資料から取り出させ，それを裏付ける理由を

見つけたり考えさせたりする。自分の考えや意

見を記述させることができるように下記の工夫

を行う。 

 ① ワークシートの工夫 

毎時間のワークシートが，「事実（情報）の取

り出し→疑問→予想→学習→解決（まとめ）→

深化（深まり）」の流れになるように工夫する。

クリティカル・リーディング（批判的思考）も 

取り入れ，考えに深まりがでるようにしたい。 

また，本来，国語で使用されている「バタフ

ライ・マップ」を，本単元では一部アレンジし

て使用することにする（図 10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 蝶の頭には学習課題，その下には「是」，「非」

の立場と自分の読みを記入する。４枚の蝶の羽 

には右上から「根拠」，「解決」，「批判」，「深化」

のパーツを作る。 

「根拠」の羽には，自分の読みが正しいと判

断できる事実を地図や資料から取り出し，理由

も合わせて記載する。それらを組み合わせ，自

分の考えや意見を加えて「解決」の羽に記載す

る。２つの羽だけで「説明」，「論述」ができる

ことになる。藤森氏のマップでは右下にあった

「解決」の羽を，本研究では左上に設置した。 

 「批判」の羽は，クリティカル・リーディン 

グ（批判的思考）を記載する。自分の考えや意

見に対しての問題点を自分自身で考えだすこと

によって，論理的な思考力はさらに深まると考

える。 

本研究で新しく設置した「深化」の羽は，問

題点の解決策も考え，様々な立場からテーマに

沿った意見や考えを総合的に判断し，最終的な

自分の考えや意見を記す。最初に記した「自分

の読み」から考えや意見が変わっても良い。 

 ② 付箋紙（ポイントカード）の使用 

 地図や資料から読み取った根拠となる情報，

それに対しての理由や自分の考えは，一つずつ

付箋紙に記入させる。 

根拠 

自分の読みに関
連する地図や資

料からの情報 

解決 

根拠と自分の読
みがつながる理
由を加えた自分

の意見 

   深化 
問題点の解決策
も考え，最終的 
な自分の意見 

課

題

         

自
分
の
読
み 

批判 
自分の読みに賛
成しない立場か
ら見た問題点 

図 10 バタフライ・マップ（社会科編） 

（「バタフライ・マップ法」2007 より一部アレンジ） 
 



 

付箋紙を利用することが学習に効果的である

理由について，藤森氏は「バタフライ・マップ

法」で次のように述べている（表５）。 

 

・情報の相互関係を自在に変更できる。 

・情報を集めたり加えたり削除したりすることが自 

在にできる。 

・限られたスペースに必要な情報を書き込むことで 

要約力がつく。 

・発表原稿を作る補助になる。 

バタフライ・マップ法に付箋紙を取り入れると， 

読む，書く，話す・聞く，見るの活動が全て連結 

するのである。 

また，付箋紙に書かれている根拠や理由は，

自分にとって一番重要なものから中心に並べ直

すことも大切だと述べている。中心に近いもの

ほど自分の読みを力強く支えてくれる論理にな

っているという。 

本研究でも付箋紙を並べ直す活動を取り入れ，

課題解決のための根拠や理由を見つめ直し，よ

り重要な根拠や理由を選択できる力も育成した

い。 

 ③ 「文型」・「話型」を示す 

 自分の考えや意見を論理的に書き込むことが

できるように「文型」を用意する。その「文型」

に合わせ，バタフライ・マップの付箋紙を見な

がら論述する（表６）。 

 

 

 

 

 

 

 １年生の段階から言語活動の環境を整えるた

めに「型」にはめた論述を提示し，丁寧なこと

ば遣いと論理的文章の基本型を習得させたいと

考える。 

 本研究で示す「話型」とは，質問・返答の仕

方である（表７）。発表する時だけでなく，「相 

手に分かりやすく伝える」ということは，質問 

や返答にもルールがあることを指導していく。 

 特に「質問」は，相手を攻撃するような口調

で答えを要求するのではなく，質問したいこと

に対する自分の考えを必ず先に述べ，そのこと

についてどう思うかという方法を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑷ 論理的な思考を深める指導 

 ① 参考になる文例を示す 

内容が良く，表現が上手な生徒の文章を数点

選び，一枚にまとめ全員に配布する。良いとこ

ろを参考にして，自分の文章を書き直させる。

自分の文章の見直しをすることで，不足してい

た部分に気付いたり，良さを確認したり，自分

の考えを深めることができる。 

 また，班活動としてお互いの発表を聞いて，

良い考えや表現方法を付箋紙に記入し，自分の

考えを深める時に参考にすることができる。活

動終了後に本人に渡すことで，他者が認めてく

れた自分自身の良さを確認することができ，自

信につながると考える。 

 ② 学習形態の工夫 

 「個」として取り組む場と「集団」で取り組

む場を取り入れる。課題に対して「個」として

考察し自分なりの判断をしたうえで，「集団」で

お互いの考えや意見を交流する。「個」では気付

けなかったことに気付いたり，違う立場の考え

を知ることで多角的・多面的な考察ができ，さ

らに自分の考えを深めることがでる。

表５ 付箋紙の効果 

【テーマ】について，説明します。 

私（僕）は，【自分の読み】だと思いました。 

なぜなら【根拠】【理由】です。 

このことから【自分の読み】です。 

表６ 文型 
（「バタフライ・マップ法」2007 より引用） 

１ 質問 

○○さんに質問します。 

私は「質問したいことに対する自分の考え」と思い

ますが，このことについて，どう思いますか？ 

２ 返答⑴ 

○○さんにお答えします。 

「質問に対する自分の考え」と思います。 

  返答⑵ 

○○さんにお答えしいます。 

私は～だと考えていましたが，○○さんの意見を 

聞いて，その意見のほうが良いと思いました。 

表７ 話型 

 



 

Ⅶ 指導の実際  

１ 実践事例 

 ⑴ 第 1 時「広い範囲に及ぶアジア(1)」～アジアの自然と季節風～ 

ねらい「自然の『なぜ？』を解き明かせ」 

                     

          

 

 

 

 ⑵ 第２時「広い範囲に及ぶアジア(2)」～グラフや主題図の作り方～ 

ねらい「グラフや主題図を攻略しよう！」 

   

 

 

 

 

   

 

 

 

 ⑶ 第３時「集中する人口」～中国の人口集中を中心に～ 

ねらい「人口が集中する『なぜ？』を解き明かす」 

                

 

                                       

 

 

 

 

  

 

第１時と同じ流れで学習を展開。グラフや主題図から情報を取り出し，付箋紙（ポイントカード）に記入。 

それを活用し，「文型」にあてはめて論述する。 

雨温図を見て，「同じアジアなのに，降

水量にちがいがある。」という事実を見つ

ける。その事実に『なぜ？』をつけると 

「なぜ，降水量にちがいがあるのかな？」

という疑問になる。 

地図帳や教科書から，疑問を解決するた

めの根拠を見つける学習を展開。最後に，

「文型」を活用して解決文を作成する。 

 

地図帳や教科書から解決するための根

拠を見つける。見つけた根拠は，付箋紙

（ポイントカード）に１つずつ記入する。 

付箋紙と文型を活用して書いた解決文（上）。 

互いの発表を聞き，参考になる文例を見て書き

直した文（下）。 

 

「円グラフ・帯グラフ」は割合（％）を、「棒グラフ・折れ線グラフ」は変化を表していることに気付く。 

同じ班で教えたり，習ったり…。作成ポイントは，個人で記入した後，みんなで共有！ 

 

写真１ 
 

写真２ 
 

図 11 「解決」文と「深化」文 
 

写真３ 
 

写真４ 
 

図 12 作成ポイント 
 

写真５ 
 

写真６ 
 

「
人
口
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中
地
域
の
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然
は
，
ど
う
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て
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る
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か
な
？
」
と
つ
ぶ
や

き
，
地
図
帳
を
開
い
た
。 

写真７ 
 

写真 

写真 写真 

写真 写真 写真 



 

 ⑷ 第４時「アジアの農業」～中国の農業を中心に～ 

  ねらい「農業の特色を知る」 

                         

                                                                                    

   

  

 

 

 

 

 

 

２ 公開検証授業指導案 

社会科学習指導案 

平成 23 年 12 月 13 日（火） 

沖縄市立コザ中学校１年１組 

男子 23 名 女子 18 名 計 41 名 

授業者  新里 容子 

 ⑴ 単元名          「第３章 第 1節 アジア州」 

 ⑵ 単元目標 

  アジア州に暮らす人々の生活のようすを的確に把握できる地理的事象を取り上げ，それをもとに

した主題を設定して，アジア州の地域的特色を理解する。 

 ⑶ 単元について 

 ① 教材観 

  第３章「世界の諸地域」は，アジア，ヨーロッパ，アフリカ，北アメリカ，南アメリカ，オセア

ニアの６州について，それぞれの州の地域的特色を理解させることが主なねらいである。中学校学

習指導要領解説社会科編地理的分野では，「それぞれの州内に暮らす人々の生活にかかわり，かつ我 

が国の国土の認識を深める上で効果的な観点から州内の特色ある地理的事象を基に主題を設定し，

その追究を通して地域的特色を理解させる」と示している。 

  本単元「第１節アジア州」は，日本との距離が近く，また歴史的にも関係が深い地域で，生徒も

関心があり既習知識も期待できる。そこで，様々な資料を的確に読み取ったり，地図を有効に活用

して事象を説明したりするなどの学習活動を取り入れ，地理的技能を身に付けさせるとともに，ア

ジア州に暮らす人々の生活にかかわり，アジア州の地理的特色を理解させる。さらに，適切な主題

を設定し，その追究を通して自分の解釈を加えて論述し，意見交換するなどの言語活動を充実させ

るのに適した教材であると考える。 

 ② 生徒観 

  本学級の生徒は元気に発表するが，基礎的・基本的事項の定着が課題とされている生徒が多い。

そのため，前期の歴史学習は班活動を中心に学習を展開した。小学校での既習知識もあり，また，

歴史が好きな生徒もいたため，班での話し合いはスムーズに行われていた。自信がなく，どう進め

ていいいかわからない生徒も班のメンバーに助けられて，課題に取り組むことができた。 

「根拠」の羽 

地図や資料より情報（事
実）を見つけ付箋紙（ポ
イントカード）に記入。 

「解決」の羽 

付箋紙（ポイントカード）
を移動。根拠を明確にし，
「文型」に合わせて論述。 

「深化」の羽 

課題に対する最終的な 

自分の考えや意見。 

｢批判｣の羽・「深化」の羽 

付箋紙（ポイントカード）
はさらに移動。批判の羽に
対する答えを考えて記入。 

写真８ 
 

写真９ 
 

写真 10 
 

写真 11 
 



 

  地理学習を進めるにあたり，小学校社会科の内容でレディネステスト（平成 23 年 9 月実施）を行

った結果，本学級の実態として次のことが分かった。 

地図帳のさくいんから，国や都市の位置を調べることができる生徒は 20％である。地図の活用は

今回の学習指導要領で重視されていることなので，地理学習の基本である地図帳の使い方をきちん

と習得させる必要性がある。また，統計資料から人口の多い国や面積の大きい国を調べることがで

きる生徒は 55％いるが，人口数の読み取りで正答 15％と減少しているのは，単位（万人）の見落と

しが原因である。さらに，グラフを使用した問題では，グラフの単純な読み取り問題は 85％の生徒

が正解しているのに対し，グラフを見て解釈する問題では正答 35％，グラフから自分の意見を述べ

ることができる生徒は 10％となった。地図や資料から読み取ったことを既習学習と関連付けて説明

し，自分の考えや意見を論理的に述べることを苦手とする生徒が多い。 

そこで，地図や資料の読み取り方を習得させ，自分の思考の過程をしっかりと確認させながら，

考えや意見を論述できる力を育成したいと考える。 

 ③ 指導観 

  本単元「アジア州」の学習においては，地理的な技能を身に付けさせるとともに，アジア州に暮 

らす人々の生活にかかわり地理的特色を理解させる。また，地図や資料から自分の知識や経験と結 

び付けて考える力，それを表現できる力，さらに，他の意見と自分の意見を比較検討することで， 

自分の考えを深めることができる力を育成することを目標としている。そのために，次の手だてを 

取り入れていく。 

 ア 生徒に学習の見通しを持たせる 

 生徒自身に「何を」「どのように」学び，その学びには「どのような意味があるのか」を把握させ 

る。本単元では，ほぼ全時間を通して「地図や資料を活用した学習」を「情報の取り出し，疑問を 

持つ，予想する，調べる，考えや意見を論理的に文章に表す」の手順で学び，その学びには「相手 

に分かりやすく伝える」という意味があることを示す。 

生徒に学習の見通しを持たせることで，「相手に分かりやすく伝えよう」とする目的意識を持たせ 

ることができ，「詳しく学習しよう」という意欲につなげることができるであろう。さらに，「相手

に分かりやすく伝える」ことができれば，自分の意見と他の意見を比較検討することもスムーズに

行われ，自分の考えを深めることもできると考える。 

 イ 地理的な技能の育成を図る 

  地図帳の使い方，統計資料の読み取り方，グラフや主題図などの読み取り方や作り方の基本的な 

技能を身に付けさせる。単元を通して適宜指導する。特にグラフや主題図は，「読み取りポイント」，

「作り方ポイント」を生徒各自でワークシートに記入させ，班で共有することで基礎的・基本的な

技能の定着を図りたい。 

 ウ 論理的な文章を書く・話す指導の工夫。 

 (ｱ)ワークシートの工夫 

毎時間のワークシートが「情報の取り出し→疑問→予想→学習→解決（まとめ）→深化（深まり）」

の流れになるように工夫する。クリティカル・リーディング（批判的思考）の部分も入れ，考えに

深まりがでるようにしたい。 

また，自分の思考の過程が見える「バタフライ・マップ」を使用する。蝶の形をした「テーマ」，

「自分の読み」，「根拠」，「解決」，「批判」，「深化」のパーツがあり，論理力をつける学習活動を展

開したい。 



 

 (ｲ)付箋紙の使用 

地図や資料から「根拠」となる情報，自分の「考え」，「理由」などを一つずつ付箋紙に記入させ

る。並べ替えることで，自分にとって重要な「根拠」や「理由」が何であるかを明確にできる。 

 (ｳ)「文型」を示す 

自分の意見を論理的に述べることができるように「文型」を用意する。その「文型」に合わせて

文章を書き，論述することができる。 

 (ｴ)「話型」を示す 

発表する時だけでなく，「相手に分かりやすく伝える」ということは「質問」，「返答」にもルール

があることを指導していく。 

 エ 論理的な思考を深める指導の工夫 

 (ｱ)参考になる文例を示す 

  内容が良く，表現が上手な生徒の文章を選び，一枚にまとめ全員に配布する。良いところを参考

にして自分の文章を書き直すことで，自分の考えを深めることができる。 

 (ｲ)学習形態の工夫 

  「個」として取り組む場と「集団」で取り組む場を取り入れる。「個」として考察しある判断をし

たうえで，お互いの考えや意見を交流する。意見交換をすることで「個」では気付けなかった視点

がわかり，さらに自分の考えを深めることができる。 

 オ 生徒に学習のふり返りをさせる 

  学習を通して気が付いたことや，自分の予想がどうなっていったかをワークシートに記入させた 

り，発表する場を設定する。また，単元目標のふり返りをさせ，生徒自身がどう成長したかを確認

することで「自己肯定感」が向上すると考える。 

 ⑷ 本研究との関わり 

  本研究で考える「地理学習における思考力・判断力・表現力」とは，地図や資料から解釈したこ

とを，生徒自身が自分の思考の過程を確認しながら論述し，他の意見や考えを比較検討していく中

で，自分の意見や考えを修正したり深めたりすることである。そのためには，言語活動を充実させ

ることが必要であると考える。 

  さらに，沖縄市が取り組んでいる「自己肯定感」についても下記の点で本研究と関わりがある。 

 ① 班活動において自分の意見や考えを述べることで，参加する価値や意義を感じる「存在感」。 

 ② 他の意見や考えを知り，意見交換する関わりを持ち，互いに高め合う「有用感」。 

 ③ 自分の考えを深めることで，達成感を味わい，主体的に頑張ろうという意欲を持てる「有能感」。

本単元を通して，地図や資料を活用する言語活動を充実させることにより，思考力・判断力・表 

現力の育成を図り，自己肯定感を高めていこうと考える。 

 ⑸ 単元の指導計画    報告書 112 ページに記載 

 ⑹ 単元の評価規準    報告書 114 ページに記載 

 ⑺ 本時の授業について 

① 題材名  「日本と中国の結びつき」 

 ② 目標 

  「日本はアジアとの関係（貿易や工場進出）を，このまま維持した方が良い。是か？非か？」の

テーマに対して，資料を解釈し，自分の思考の過程を確認しながら論述できる。 

  互いの意見や考えを比較検討することで，自分の意見や考えに深まりを持つことができる。 



 

 ③ 授業仮説 

 ア 地図や資料から情報を解釈し，課題に対する自分の意見や考えを書く場面において「バタフライ 

・マップ」を使用することにより，自分の思考の過程を確認しながら，論理的に意見や考えを述べ

ることができるであろう。 

 イ 互いの意見や考えを述べる場において，自他の意見や考えを比較検討することにより，多面的・

多角的に考察することができ，自分の意見や考えを深めることができるであろう。 

 ④ 本時の展開（８／８時間目） 

時

間 

学習活動 生徒の活動 教師の支援 評価 三観点 

★言語活動の充実 △指導上の留意点 

 

 

導

入

５

分 

  

1 学習の見通

しを持つ。 

 

 

 

○本時の学習テーマについ

て確認する。 

 

 

○学習の見通しを持つ。 

 

 

 

△前時で練り上げたテーマ

を確認させる。 

 

 

△学習目標を提示し,学習に

見通しを持たせる。 

 

 

【関心・

意欲・ 

態度】 

 

 

 

 

 

 

本 

時 

40 

分 

 

    

2 バタフライ･

マップを作成

する。 

【授業仮説ア】 

3 自分の考え

や意見を述べ，

話し合う。 

【授業仮説イ】 

 

 

 

 

4 自分の考え

を再構築する。 

【授業仮説ア】 

★資料から読み取った必要 

な情報をもとに，自分の考 

えや意見を書く。 

 

★テーマに基づいた自分の

考えや意見を述べ，話し合

う。（他者の考えや意見へ 

の質疑や問題点の指摘など） 

★互いの考えや意見を比較

検討することで，自分の意 

見や考えに深まりをもつこ

とができる。 

★自分の考えがどのように

深まったかを含めて，再度自

分の意見を書く。 

△「自分の読み→根拠→解決

→批判→深化」の手順を踏ん

だ「バタフライ･マップ」を

使用させる。 

△話し合いの進め方を確認

しておく。 

△自分の思考の過程を確認

させながら，論理的に考えを

述べることができるように

させる。 

 

 

△自分の考えがどのように

深まったかを「深化」の羽 

に記入させる。 

△数名発表させる。 

話し合いを経て，自分の考 

えがどのように変化したか

を振り返らせる。 

【思考・ 

判断・ 

表現】 

 

【関心・

意欲・ 

態度】 

【思考・

判断・ 

表現】 

 

 

【思考・

判断・ 

表現】 

有能感 

 

 

 

存在感 

有用感 

 

 

 

 

 

 

有能感 

 

ま

と

め 

５

分 

5 まとめ 

 振り返り 

○今後のアジアとの関係に 

ついて考える。 

○自己評価表で学習の振り

返りを行う。 

△アジアには多くの国があ

り，様々な民族が暮らして 

いる。日本もその一員とし 

て自国のことのみならず， 

共に歩んでいくことが大切

であることに気付かせる。 

 有能感 

「日本はアジアとの関係（貿易や工場進出など）を，この

まま維持した方が良い。是か？非か？」 

自分の意見や考えを論理的に述べることができる。 

比較検討して，意見や考えを深めることができる。 



 

⑤ 評価 

【関心・意欲・態度】 

  アジアの国々と日本の貿易関係に関心を持ち，資料からその特色を追究しようとしている。 

 【思考・判断・表現】 

  写真やグラフなどの資料から，アジアの国々と我が国の関わりを考え，追究している。 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

公開検証授業の様子 

前時で練り上げた課
題を確認。 

学習目標を把握し，学
習の見通しが持てた。
さぁ！授業開始！！ 

バタフライ・マップを作成（個で取り組む） 

意見交換の場（集団で取り組む） 

学習の見通し 

自分の考えや意見を再構築（個で取り組む） 

写真 12 
 

写真 13 
 

写真 14 
 

写真 15 
 

写真 18 
 

写真 17 
 

写真 16 
 

資料から読み
取った根拠（事
実）から必要な
ものを選択し，
「解決の羽」に
自分の考えや意
見を記入。 

写真 19 
 

写真 20 
 

写真 21 
 

 評価規準を明
確にし，個に応じ
た「手だて」を実
施中。 

司会の進行で話し合
いが開始。「是側の意見
から述べて下さい。」
「資源の少ない日本は
アジアとの繋がりが必
要だ。」「おっ！良いこ
と言っているぞ。メモ
しておこう。」 

意見交換を終え，「深化の羽」に最終的な自分の
考えや意見を記入。 

話し合い後，どう深まったのだろう？ 

写真 写真 

写真 
写真 

写真 写真 写真 

写真 
写真 写真 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅷ 研究の結果と考察 

 「地図や資料を活用する学習において，読み

取る，解釈する，説明する，論述するなどの言

語活動の充実を図ることで，地理学習における

思考力・判断力・表現力を育成することができ

るであろう。」と研究仮説を設定し，本研究を進

めてきた。研究内容や検証授業を終えて，生徒

のワークシートや自己評価表，アンケート，事

前事後の調査結果等から分析，考察する。 

１ 理論研究 

 ⑴ 思考力・判断力・表現力の育成 

 これまで，思考力・判断力・表現力の育成を

図るために取り組んできた学習指導は，基礎的 

・基本的な知識，概念や技能を習得させる段階

から工夫が足りなかった。 

 地理学習においては，地図や資料の活用がで

きなければそこにある根拠に気付くこともなく，

話し合いを始めても社会的事象に関することの

解釈，説明はできないと考えられる。 

 本研究では，思考力・判断力・表現力の育成

のために地理的技能を習得させ，言語活動を充

実させる工夫などの手だてを充実させた。 

 根拠を明確にした論述をすること，意見交換 

によって自分の考えを深めることに関して， ア

ンケートの質問に「とてもそう思う」，「そう思

う」の解答が 95～100％を占めた。また，授業

後のテスト結果では，10％だった正答率が 65％

となり成果が見られる（図 19，23～26）。 

 よって，思考力・判断力・表現力の育成のた

めに基礎的・基本的な知識，概念や技能を習得

させ，言語活動を充実させる工夫など，本研究

で実施したことは効果があったと判断できる。 

 ⑵ 言語活動の充実  

 いくつかの文献同様，本研究でも「読み取る」

段階から言語活動として捉えてきた（図３）。言

語活動を充実させるためには段階的な指導が大

切であり，ワークシートの工夫など丁寧な学習

指導が必要である。 

 そのため，バタフライ・マップを本研究で取

り入れ，根拠を明確にした自分の考えや意見を

論理的に述べることができるように手だてを充

実させた。当初，バタフライ・マップに当惑し

ていた生徒も，付箋紙に記入されていることを

「文型」に当てはめれば自由に記述するよりも

根拠や理由を明確にできると気付き，記述内容

が深まっていった。 

学習の振り返り 
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また，意見交換の場でも「文型」や「話型」

を参考にし，相手にわかりやすく伝えようとす

る目的意識が感じられ，スムーズに意見交換が

行われていた。 

 生徒のワークシートや活動状況からだけでは

なく，授業後のアンケートやテストの結果から

も成果が見られる（図 13～26）。 

 このことから，言語活動の充実を図るために

段階的な指導とワークシートの工夫など，丁寧

な学習指導は効果があったことが判断できる。 

 ⑶ 思考力・判断力・表現力の評価 

 生徒一人一人の思考力・判断力・表現力の評

価をするためには，評価規準，評価方法を明確

にすることが必要である。それが明らかになる

と，授業中の活動やワークシートの記述内容か

ら課題があると判断できる生徒への「手だて」

を考えることができる（P114⑶参照）。 

授業中に行う「手 

だて」では不足だと 

考えられる生徒には， 

授業終了後に補習授 

業を行った。最初は 

嫌がっていた生徒も 

いたが，生徒の実態に合わせた指導を実施する

ことで，「わかった」「できた」という声が聞こ

え有能感を生み出すことができた。 

また，空欄や誤答が多かった生徒のワークシ

―トの記述内容が充実してきたこと，学習の振

り返りの自己評価が良くなってきたこと，授業

後のアンケート結果からも「手だて」が効果的

に行われたと思われる（図 20～24）。 

 このことから，ＰＤＣＡサイクルを意識した

評価をし生徒の実態に合わせた指導の改善を図

ることは，思考力・判断力・表現力の育成に有

効であると判断できる。 

２ 指導計画 

本校生徒の課題が明確になり，５つの点に留

意して指導計画を作成した(P112①～⑤)。本研

究の指導計画を，授業後の実態調査を中心に考

察していく。 

 ⑴ 検証授業後の実態調査 

 ① 調査目的 

授業後の生徒の実態調査を行い，仮説の検証

資料として役立てる。 

 ② 調査方法 

 ア 地図や資料を活用したテスト 

 レディネステストと同じ問題であるが，前回

実施後は問題を回収し，解答・解説も行ってい

ないので資料として役立つと判断している。 

 イ 質問紙法（アンケート） 

 ウ 調査日：平成 23 年 12 月 15 日 

 エ 調査対象：沖縄市立コザ中学校１年１組 

            男子 20 名 女子 17 名 計 37 名 

 ③ テスト結果と比較（問題は簡略記載）。 

【問１】「41Ｆ６Ｎ」という記号から，ある国の

首都を見つける。 

 

 

 

 

 

 

【問２】世界一人口の多い国と人口を調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問３】日本の食料自給率は何％か。 

 

 

 

 

 

 

図 13 地図帳さくいんの引き方 
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図14 統計資料の使い方 
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図 15 グラフの読み取り① 

写真 27「手だて」実施中 
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【問４】食料自給率が一番高い品目は何か。 

 

 

 

 

 

 

【問５】日本が輸入に頼っている割合が一番高

い品目は何か。 

 

 

 

 

 

 

【問６】問５の答えをどのように導き出したか。 

 

 

 

 

 

 

【問７】日本の食料自給率が減り続けていくと，

どんな問題がおこると考えられるか。 

 

 

 

 

 

 ④ 質問紙法（アンケート）結果 

 

【問１】以前より，主題図（地図）を読み取る 

ことができるようになった。 

 

 

 

 

 

【問２】以前より，グラフなどの資料を読み取

ることができるようになった。 

 

 

 

 

 

 

【問３】以前より，地図やグラフ（資料）を見

て，いろいろなことを考えるようになった。 

 

 

 

 

 

 

【問４】以前より，自分の考えを文章で表現で

きるようになった。 

 

 

 

 

 

 

【問５】以前より，自分の考えや意見を皆の前

で論理的に述べることができるようになった。 

 

 

 

 

 

 

【問６】以前より，質問することや返答するこ 

とができるようになった。 
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図 16 グラフの読み取り② 
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図 17 グラフの読み取り③ 
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図 18 思考力・表現力を問う問題① 
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図 19 思考力・表現力を問う問題② 

図 20 主題図（地図）の読み取りについて 

図 21 資料の読み取りについて 

図22 資料活用について 

図 23 文章表現について 

図 24 論理的に述べることについて 

図 25 質問・返答について 
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【問７】以前より，他の考えや意見を聞いて，

自分の考えを深めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 指導計画の検証 

 授業後に実施したテストの結果，全問題で正

答率が上がり大きな成果が見られた。また，誤

答や無答の生徒が激減したことは，学習に対す

る意欲を高めたともいえる（図 13～19）。 

テスト問６・問７に関して，根拠が弱い生徒

の解答は誤答に含めたが，論述しようという意

欲が見られた（図 18～19）。アンケート結果か

らも 95～100％の生徒が「できた」，「わかった」

と有能感を感じている(図 20～26)。 

これらのことから，本研究の指導計画は効果

があったと判断できる。 

しかし，検証授業後のテストで，地図帳のさ

くいんの引き方，統計資料の使い方，グラフを

深く読み取るなど地理学習に必要なことができ

ていない生徒が 20～30％いる（図 13，14，17）。

また，思考力・表現力を問う問題に関しては，

35％前後の生徒が誤答，無答である（図 18，19）。 

これは，ほとんど同じ生徒が毎時間「手だて」

を受けていたため，新しい知識や技能を学ぶこ

とに懸命で，先に習得した知識や技能の定着を

図ることができなかったと思われる。思考力・

判断力・表現力の育成は，長期的な取り組みが

必要であることが実感できた。 

 そこで，今後はＰＤＣＡサイクルを意識した

評価をし，生徒の実態に合わせた指導の改善も

図りながら，家庭学習の習慣化への取り組みも

考慮に入れた指導計画を作成し実施していきた

いと考える。 

３ 授業実践（検証授業の考察） 

 授業で取り入れた主な実践を中心に検証授

業の考察とする。 

 ⑴ 学習の見通しと振り返り 

 学習の見通しとして「地図や資料を活用した

学習」を「情報の読み取り，疑問を持つ，予想

する，調べる，考えや意見を論述するの手順で

学ぶ」，その学びには「相手に分かりやすく伝え

る」という意味があることを示した。それを把

握させ，「どうすれば，うまくいく？」と考えさ

せることで自主的に学ぶ態度を育むことを目指

した。 

 毎時間，学習の見通しを実施していると，生

徒が学習目標や目指す生徒像を自主的に言える

ようになった。 

学習の振り返りは，主に自己評価表を使用し

た。生徒の感想から「自分はどう成長したか」

が見られる（図 27）。 

 

 

 

 

 

授業への学習意欲が高まっていったことや自

己評価表の記述内容から，学習の見通しや振り

返りをすることで，自主的に学ぶ態度を育むこ

とができたと判断できる。 

 ⑵ 地理的技能の育成 

 地理的技能を育成するために「読み取りポイ

ント」，「作り方ポイント」を生徒自身に見つけ

させた（図 12）。後に班で共有させたことで，

自分では気付かなかった視点を認識することが

でき，多くの生徒が習得できたと考えられる。 

授業後のアンケートでは，地図や資料の読み

取りについて全員が「とてもそう思う」，「そう

思う」と答えている（図 20～21）。また，授業

後のテストでも正答率が上がっている（図 15～

17）。さらに，学習活動からも自分の意見を述 

べる際に「根拠」となる事実をしっかりと見つ

けることができるようになった。 

レディネステストでは無答が多く，これまで

の授業に対しても無気力だった生徒Ａの授業後

の感想から，この授業で有能感を感じていると

図 26 思考力・判断力の育成について 

図 27 学習の振り返り（生徒の自己評価から） 



 

思われる（図 28）。その後の授業でも，主体的

に学習に取り組む態度が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 このことから，地理的技能の育成のために，

基礎的・基本的事項を教師と共に確認した後，

各自で見つけたポイントを共有し互いに教え合

うことは成果があったと判断できる。 

 ⑶ 論理的な文章を書く・話す指導 

言語活動は段階的な指導を図り，難度の高い

「論述」に関してはワークシートの工夫など丁

寧な学習指導を実施した。 

資料から読み取った情報を，解釈，説明，論

述することを苦手とする生徒が多くいたが，バ

タフライ・マップを活用することで課題に対す

る論述ができるようになった。苦手なことがで

きるようになり，生徒の有能感を高めているこ

とが自己評価からわかる（図 29）。 

 

 

 

 

 

 

 

  

また，本研究で使用した付箋紙は，そこに記

入されていることが論理的な文章を書く上で重

要な要素を持っていることから，生徒が「ポイ

ントカード」と名付けた。バタフライ・マップ

を使用した学習に意欲を高め，取り組んでいた。 

 さらに，第４時と公開検証授業では，バタフ

ライ・マップの活用が進化した（写真 10，24）。

「文型」になれた生徒が，付箋紙を移動せずに

論述することができるようになった。公開検証

授業の意見交換を終え，深化の羽には深まった 

考えや意見が書かれている（図 30）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

根拠を明確にした論述をすること，意見交換

によって自分の考えを深めることに関して，ア

ンケートでは「とてもそう思う」，「そう思う」

が 95～100％を占めた。また，授業後のテスト

結果では 10％だった正答率が 65％となり，バタ

フライ・マップを使用した指導の工夫は成果が

見られる（図 19，22～26）。 

 しかし，35％前後の生徒が「説明」及び「論

述」ができていない（図 18～19）。誤答の生徒

達は，根拠や理由が弱く自分の考えや意見を述

べるには至っていない。 

これは，基礎的・基本的な知識，概念や技能

がしっかりと習得されていないこと，それを活

用する力が不足していることが考えられる。 

やはり，思考力・判断力・表現力の育成は，

長期的な取り組みが必要である。今後もＰＤＣ

Ａサイクルの中で，「主体的に学習に取り組む

態度」と「基礎的・基本的な知識・技能」を活

用した「言語活動を充実させる」ことに取り組

んでいきたい。 

 ⑷ 論理的な思考を深める指導 

 「個」としての取り組みを大切にすること，

参考になる文例を示すこと，意見交換の場で良

い表現などを付箋紙に記入することなど指導の

工夫を図ってきた。 

 レディネステストでは無答が多く，これまで

の授業に対しても無気力だった生徒Ａのバタフ

ライ・マップ「深化の羽」を見ると，意欲的に

取り組んでいることがわかる（図 31）。 

このことから，論理的な思考を深める指導の 

工夫は効果的であったと判断できる。 

図 28 学習の振り返り（生徒Ａの自己評価） 
 図 30 公開授業のバタフライ・マップ「深化の羽」 

 

図 29 学習の振り返り（生徒の自己評価） 
 



 

 

 

 

 

    

 

 

 

Ⅸ 研究の成果と今後の課題 

 １ 研究の成果 

 地理学習で地図や資料を活用できる地理的技

能を習得させると，主体的に学習に取り組む態

度が育まれる。習得した知識，概念や技能を活

用し，言語活動を充実させるために段階を踏ん

だ丁寧な学習指導を行うことができれば，地理

学習における思考力・判断力・表現力を育成で

きることが明らかになった。 

 基礎的・基本的な知識，概念や技能を習得さ

せると，「わかった」，「できた」という有能感  

は，生徒の主体的に学習に取り組む態度を育む

ことができる。そのためには，単元の指導計画

や評価規準を明確にし，課題のある生徒に対し

て「手だて」を図ることが大切である。 

 言語活動の充実を図るために，「読み取る」，

「解釈する」，「説明する」，「論述する」の各段

階の取り組みを工夫しながら丁寧に指導を行う

こと。「バタフライ・マップ」を使用するなど，

ワークシートの工夫を図り，生徒自身に思考の

過程を意識させながら論述させること。言語環

境を整えるために，一年生の段階では「型」を 
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提示すること。「個」と「集団」の場を大切にす

ること。これらの取り組みは，地理学習におけ

る思考力・判断力・表現力を育成するうえで効

果があったと考える。 

 最後に，小学校から社会科が苦手で，説明や

論述することができなかった生徒の感想を載せ

て，研究の成果とする（図 32）。 

 

 

 

 

 

２ 今後の課題 

 検証授業後のアンケートから，ほとんどの生

徒が「できるようになった」と手ごたえを感じ

ているが，授業後のテストから課題が明らかに

なった。 

 地図帳のさくいんの引き方，統計資料の使い

方など地理的技能の定着の面で，20～30％の生

徒が不安定である。また，思考力・表現力を問

う問題に関しては 35％前後の生徒が誤答，無答

である。 

 そこで，今後は「手だて」とともに，家庭学

習の習慣化への取り組みも考慮に入れた指導計

画の作成と実施が必要である。 

 また，思考力・判断力・表現力の育成は長期

的な取り組みが必要なので，地図や資料を活用

した言語活動の充実を図る取り組みについて，

反復的・継続的な指導が必要である。 

図 31 バタフライ・マップ 
（生徒Ａの「深化の羽」） 

 

・横浜国立大学教育人間科学部附属横浜中学校 2011  

『思考力・判断力・表現力等を育成する指導と評価』 学事出版 

・文部科学省 2010 『児童生徒の学習評価の在り方について（報告）』 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/gaiyou/attach/1292216.htm 

・岩田一彦・米田豊 2009 『言語力をつける社会科授業モデル（中学校編）』 明治図書 

・堀内一夫・大杉昭英・伊藤純郎 2009 『中学校教育課程講座社会』 ぎょうせい 

・藤森裕治 2007 『バタフライ・マップ法～文学で育てる<美>の論理力』 東洋館出版社 

図 32 授業終了後の生徒の感想 


